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中期行動計画 平成２５年～２９年 

～福山 地域経済の成長戦略～ 
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中期行動計画 策定にあたって              

 

福山商工会議所は、昭和金融恐慌による慢性的な不況が続いて

いる中の昭和４年８月に設立され、以来８３年間会員の皆様とともに、

関係各位のご支援・ご協力のもと地域総合経済団体として、地元経

済の発展に寄与してまいりました。 

 

 現 在 、わが国 経 済 は長 引 く世 界 的 な景 気 の低 迷 からの立 ち直 りの

兆 しが見 え始 めた中 起 こった、東 日 本 大 震 災 という未 曾 有 の大 災 害

や原発事故、長期化するデフレや世界経済を牽引してきた中国をはじ

めとした新興国の減速感、超円高局面の継続や原油価格の高騰、エ

ネルギー問題等々総じて大変厳しい状況にあります。 

 

 当地域においても、都市の成長エンジンとしてリードしてきた多種多様

な業種が揃う製造業の分野において、長引く景気の悪化や輸出不振

など多 くの企 業 が苦 境に立たされており、産 業空 洞 化の進展 も強 く懸

念 されています。特に、地域の産業活動 を支え、雇用の維持・創 出に

も重 要な役割 を果たし、地 域 経済の根幹 を成 す中 小企 業や小規模

企業は先行き不透明感が拭えず、疲弊の度を深めています。 

 

 こうした中 、福 山 商 工 会 議 所 は常 に地 域 経 済 社 会 をリードしてきた

商 工 会 議 所 として行政 等 との連 携 をさらに強 化 し、地 域 特 性 に配 慮

した積 極的 な事 業展開 により、地域 経済 全体 の底上 げを図 って行か

なければなりません。 

 

 このような認識のもと、福山商工会議所では地域経済が成長して行

くために必要な戦略・方向性を明確にすることで、５年後のあるべき姿・

目 標 を役 職 員 全 員 の共 通 認 識 とし、個 々の事 業 を系 統 立 て、機 動

的に行うための中期行動計画を策定いたしました。 

 

 今後は、本計画に定めた行動指針に沿って地域の成長に向けた取

組 を積 極 的 に推 進 するとともに、随 時 、進 捗 状 況 ・成 果 等 の検 証 を

行 う中 で、柔軟 な見直しを行 い、会 員事業 所の皆様の期待に応えて

行きたいと考えておりますので、ご理解とご協力をお願いいたします。 

 

平成２４年９月 

 

福山商工会議所 会頭 林   克 士  
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福山市は、もともと地場の繊維

産業を中心とする軽工業に支えら

れた地方都市であったが、昭和４

１年８月の日本鋼管㈱福山製鉄

所の創業により、わが国経済を担

う重工業都市へと大きく転換し、

瀬戸内海における臨海工業地帯

として脚光を浴びることになった。 

  

平成１０年には中国地方として

は岡山市に次いで２番目となる

「中核市」へ移行、また「平成の

大合併」により４町と合併し、現

在人口約４７万人を擁する県内

第２位、中国地方第４位の都市

規模を有している。 

 

福山市の「工業」については、

平成２２年工業統計調査による

と、事業所数は１，３４７事業所

で、県内第１位であるが、平成１

７年から比較すると１０％以上減

少し、また、付加価値額は２，９０

５億３，２００万円で６０％減少す

るなど、円高の進行により輸出関

連企業等が影響を受けたと見ら

れる。 

  

福山市の「商業」については、

平成１９年商業統計調査による

と、平成１９年の福山市の商店 

数は５，９０５、平成１６年比９％ 

 

 

 

 

 

 

減少し、従業者数は４３，５２０

人と４％減少となった。年間商品

販売額は１兆５，３２５億円、

６％増加した。業態で見ると、コン

ビニエンスストア、ドラッグストアが

商店数、従業者数、年間商品販

売額とも伸びており、特にドラッグ

ストアは従業者数３４％、年間商

品販売額が２２％伸びているなど、

業態間格差が広がりをみせてい

る。 

 

一方で、中心市街地や地域に

根ざした小規模小売店舗は減少

しており、 それは、平成２３年流

動客調査における流動客数にも

影響している。福山市中心部地

区４１地点で平成１１年と平成２

３年を比較すると、１２年間で平

日３０％減、休日４０％以上の減

少となった。また、大規模小売店

舗の入店客数も駅前店、郊外店

の平日、休日とも１５％～４５％

減少している。これらの要因として

は、ライフスタイルの変化や消費

活動の広域化、個人消費の伸び

悩み、通信販売やインターネット

販売等の販売手法の多様化、専

門量販店等郊外大型店の新規

出店、集客力のある駅前既存大 

型店の撤退等が考えられる。しか

し、アイネスフクヤマ、ローズコムと 

 

 

 

 

 

 

いった新規の商業施設や文化施

設周辺の流動客は増加しており、

また、平成２４年３月、５０万都

市にふさわしい、鉄道、バス、タク

シーなどの交通拠点として、ＪＲ福

山駅前広場がリニューアルし、整

備されたことにより、中心部賑わい

創出に期待感も高まっている。 

 

また、海の玄関口、箕沖地区

の福山港は、中国・韓国に向けた

県東部のアジアゲートウエイとして、

「福山港国際コンテナターミナル」

として整備され、水島港とともに

「国際バルク戦略港湾」に選定さ

れるなど、今後一層の発展が期

待されている。 

  

福山商工会議所としては、以

上のような現状を踏まえ、福山市

の持つポテンシャル（潜在力）の強

化を図り、地域全体の活性化を

目指す様々な事業を積極的に展

開していく必要がある。 

 

 

 
 
 
 
 
 

 
１．計画策定の背景 

（地域の現状） 
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常に地域経済社会をリードして

きた福山商工会議所が、今後も

会員事業所や地域から必要とさ

れる地域総合経済団体としてあり

続け、「信頼される商工会議所」

として更には「なくてはならない商

工会議所」を目指すためには、行

政や関係機関との連携をさらに強

化し、地域特性に配慮した積極

的な事業を行い、当地域の成長

を目指して行く必要がある。 

限られた経営資源の中で様々

な課題に対応し、会員事業所や

地域産業、加えて当地域全体が

活性化し成長して行くためには、

地域の情勢や社会のニーズを的

確に捉え、個々の企業、産業構

造、地域特性等の強み・弱みを

正しく判断し、どのような領域に注

力するのか、その方向性を明確に

しなければならない。 

さらに、常に５年後を見据えた

戦略的発想と系統立てた事業展

開、並びに事業の選択と集中に

よる目的の明確化を図り、そこへ

経営資源を集中させていくことで、

もてる機能を存分に発揮できるも

のと考えられる。 

このため、「強みを活かし、地域

の発展を目指す」ことを中期の基

本方針とし、今後目指すべき３つ 

の活動理念を次に掲げる。 

 

 

 

 

 

 

（１）中小・小規模企業の潜在力

強化 

 中小・小規模企業は、製造業、

商業、サービス業等広範な分野

で地域の産業活動を支え、雇用

の維持・創出にも重要な役割を

果たしてきている。多様で、群とし

て存在する中小・小規模企業の

潜在力を引き出すことは、経済社

会の活力を維持するために不可

欠なものであり、資金面や人材の

確保・育成、技術力の向上やＩＴ

化、グローバル化への対応など

様々な課題解決に向けて積極的

な役割を果たして行く必要があ

る。 

 

（２）産業の発展と潜在力強化 

 当地域は古くからさまざまな地

場産業が集積し、隆盛を極めた

全国的にも珍しい地域であり、現

在も伝統型産業、重厚長大型

産業、ハイテク産業など多種多

様な業種、オンリーワン・ナンバー

ワン企業が集積し、ものづくりの盛

んな地域として発展してきた。一 

方、情報、デザイン、専門サービ

スなどの都市型サービス産業は遅

滞しており、弱みの一つとなってい 

るが、都市の魅力という観点から

は欠かせない産業である。当地

域の成長エンジンとしての役割を 

 

 

 

 

 

 

担うものづくり産業の振興とともに

サービス産業と融合した新たなビ

ジネスモデルの構築など新たな価

値の創造に向けて、果敢に挑戦

して行かなければならない。 

 

（３）地域資源を活用した都市力

の創造 

 当地域は、景勝地「鞆の浦」や

都市の玄関口である福山駅に隣

接した福山城、及びその周辺に

広がる美術館や博物館などの文

化ゾーン等の観光資源を有し、

生産量日本一を誇る琴や下駄、

保命酒やくわいなどの全国に誇れ

る特産品も多数あるにも関わらず

都市の知名度が低いのが現状で

ある。今後、都市間競争に打ち

勝ち、福山地域が成長して行くた

めには都市ブランドを確立し、都

市の魅力を向上させることが重要

であり、観光資源や歴史・文化に

加え企業の持つ技術や製品など

様々な分野を融合させ、新たな

魅力の創出を目指して行かなけ

ればならない。行政や関係機関と

の連携を深め、諸施策を有効に

活用し効果的な取組を進めて行

くことが不可欠である。 

 

 

 

 

２．今後の活動理念 
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３．理念実現に向けた 

現状分析と戦略目標 
 

強み（Strengths） 機会（Opportunities） 

○歴史を有する地域唯一の総合経済団体 

○中小企業振興支援の地域中核団体 

○税理士・中小企業診断士等との連携 

○国・県・市等行政機関、大学等学術・研究機

関との強固なネットワーク 

○専有の事業（制度融資、検定、共済等）による

優位性 

○豊富な経験を有した専門家・経営指導員を配

置した総合相談所の設置 

○政策実現に向けた意見・要望活動 

○マウイ日本人・浦項商工会議所との交流 

○建物運営、共済事業等の収益事業の実施 

○多種多様な分野でのオンリーワン・ナンバーワン

企業の存在 

○温和な気候と災害の少なさ 

○広島県内第２の備後中核都市 

○駅前整備完了、道路・鉄道網の充実、港湾

整備の拡充 

○全国的知名度と歴史を有する景勝地『鞆の

浦』、駅に近接した福山城の存在 

○伝統産業（琴・下駄・保命酒等）、伝統祭事

（お手火神事等）・文化（うずみ料理・能・書道

等）の存在 

○芸術文化施設（リーデンローズ・ふくやま美術

館・県立歴史博物館）の充実 

○友好親善都市との国際交流 

 

弱み（Weaknesses） 脅威（Threats） 

○会員事業所数の伸び悩み 

○収入の伸び悩み 

○会員入会メリット 

○多様化した会員ニーズの把握 

○職員資質のレベルアップ 

 

 

○少子高齢化、生産年齢人口の減少 

○産業構造の変化、業種間競争激化 

○グローバル競争の激化に伴う産業空洞化 

○円高、原油高に伴う景気悪化を受けた企業

収益力の低下 

○消費者志向の多様化、個人消費の低迷 

○岡山・倉敷の都市力進展 

 

 

≪内部環境≫ ≪外部環境≫ 

①福山商工会議所・福山地域の現状（ＳＷＯＴ分析） 

「強みを活かし、地域の発展を目指す」という中期行動計画基本

方針の実現のため、３つの活動理念を掲げたが、福山商工会議

所・福山地域の現状を『SWOT分析』の手法により明確にするととも

に、新たなアクションを探り、地域成長戦略を創出するため、さらに

『クロス SWOT 分析』により、３つの活動理念ごとに戦略目標を掲げ

る。 
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●強みと機会 

 

・専門家、各関係機関との強固

なネットワークを活かし、中小企業

総合相談所のワンストップ・サービ

ス機能により、経営力向上に向け

た指導ができる。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

●弱みと機会 

 

・専門家等とのネットワークを活か

すうえでも、経営指導員の資質

向上並びに会員事業所ニーズを

把握することは必須である。研修

会へ積極的に参加し、指導力向

上を目指すとともに、アンケート調

査や巡回等により会員事業所が

求めるものへ着眼する必要があ

る。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

●強みと脅威 

 

・産業構造の変化とともに企業の

収益力が低下している中で、専

門家と連携した経営指導により、

既存事業の見直し、異業種分野

への進出、新規創業への支援を

強化する必要がある。 

 

 

 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 

 

 

戦 略 目 標 

 

中小企業総合相談所機能の強化 

経営指導員の資質向上と会員事業所ニーズの把握 

新規創業支援の強化 

 

②『クロスＳＷＯＴ分析』と戦略目標 

１）中小・小規模企業の潜在力強化 



 

５ 
 

 

２）産業の発展と潜在力強化 

 

 

●強みと機会 

 

・地域唯一の総合経済団体とし

ての意見・要望活動を積極的に

展開することにより、活力ある都

市基盤の整備を図ることができる。

また、全国に張り巡らした会議所

間ネットワークを活かし、取引紹

介や海外展開等企業の国際化

支援、ビジネスマッチングを積極的

に展開し、企業の新規顧客開拓

に貢献できる。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

●弱みと機会 

 

・既存のものづくり産業の振興を

図るとともに、サービス産業と融合

した新たなビジネスモデルを構築

することで、地域の産業基盤の確

立を図る必要がある。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

●強みと脅威 

 

・生産年齢人口の減少により、社

員一人ひとりの資質レベルアップを

図り、人的生産性の向上を図る

ことは必須である。講習・講演会

の開催、従業員の資格取得支援

を積極的に実施する必要がある。

また、タウンマネージャーを配置し

た中心市街地活性化を図り、都

市中心部の魅力を高める必要が

ある。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

戦 略 目 標 

 

活力ある都市基盤の整備と企業の新規顧客開拓支援 

新たなビジネスモデルの構築による産業基盤の確立 

人材育成による企業生産性の向上支援と中心市街地活性化 
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３）地域資源を活用した都市 

 

 

●強みと機会 

 

・鞆の浦などの観光資源、琴・下

駄・保命酒などの伝統産業、オン

リーワン・ナンバーワン企業の存在

と、瀬戸内海の中心に位置する

地の利を活かした、広域的な新た

な観光モデルを創造することがで

きる。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

●弱みと機会 

 

・伝統産業（琴・下駄・保命酒

等）と伝統祭事（お手火神事等）

や伝統文化（うずみ料理・能・書

道等）の振興、継承、また、それら

を融合させた新たな地域文化の

発掘を支援することにより、文化と

ものづくりとサービスが一体となった

付加価値のある新たなビジネスモ

デルの創造が可能となる。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

●強みと脅威 

 

・閉塞感の漂う経済社会において、

都市間競争に打ち勝ち、都市の

魅力を高めるため、地域の活性

化を担う若手リーダーの発掘・育

成の支援を行い、集客力のあるイ

ベントの開催やものづくり企業との

コラボレーションが図られ、地域賑

わいの創出並びに都市ブランドの

確立を図ることができる。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

戦 略 目 標 

 

企業、観光・伝統産業資源と地の利を活かした新たな観光モデルの創造 

伝統産業と伝統祭事・文化を融合させた新たなビジネスモデルの創造 

地域活性化を担う人材の発掘・育成と都市ブランドの確立 

 
 

３）地域資源を活用した都市力の向上 



 

７ 
 

 

 

 

 

 

 

  

 

 

 

平成２９年のあるべき姿 

 

●中小・小規模企業の資金調

達や資金繰りが改善され、安

定的な経営が図られている。 

 

●経営革新等により、生産性の

向上、経営の効率化が進むこ

とにより、企業力が向上してい

る。 

 

●創業が活発に行われ、新たな

雇用が創出されている。 

   

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

目標達成へのプロセス 

 

●事業所の現状・ニーズの把握

（巡回の強化）及びニーズに合

わせた各種事業を実施する。 

 

●施策・事業の周知を徹底する。

（巡回の強化、ＨＰ・所報等の

有効活用等） 

 

●職員の資質向上を図ることによ

る支援体制を強化する。 

 

●全国成功事例の収集・研究・

分析と関係支援機関等のネッ

トワークを強化する。 

 

●創業・新事業展開事業所への

支援を行う。（ＩＴ化支援、エコア

クション２１取得支援等） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

アクションプラン 

 

●中小企業総合相談所の積極

的展開 

 ・経営カルテの整備 

 ・マル経の推進、制度融資一覧

表の作成・配布 

 ・専門家によるワンストップ相談

窓口による高度な問題解決 

 

●経営指導員等の巡回の強化

→事業のシーズ発掘・ニーズ把

握 

 

●職員の研修会等への積極的

参加 

 

●会員相互の異業種交流会の

開催 

 

●創業塾・創業フォローアップ講

座の開催 

 

●ＩＴ化・環境経営支援のための

講習・講演会の開催 

 

 

 

 

４．理念実現に向けた 

事業の展開方向 
 

 

５年後のあるべき姿を目指すうえで、目標達成へのプロセス

を検討するにあたり、すでに掲げた「戦略目標」に沿ったもので

あると同時に、「会員」・「予算」・「事務局体制（協力体制）」・

「人材」の４つの視点をさらに加味し考察した。 

①中小・小規模企業の潜在力強化 



 

８ 
 

②産業の発展と潜在力強化 

 

平成２９年のあるべき姿 

 

●オンリーワン・ナンバーワン企業

の国内外競争力が強化される

とともに、同異業種間のビジネ

スマッチング（ものづくり産業とサ

ービス産業との融合等）により、

既存事業の高付加価値化と

新たな事業展開により、新規

のナンバーワン企業等が誕生し

ている。 

 

●都市の玄関口である福山駅前

（伏見町地区）の再開発が進

み、周辺の大型店、商店街等

商業ゾーンの回遊性が一体的

となり、中心部の活性化が進ん

でいる。 

 

●国際競争力のある物流拠点と

して新たなコンテナ定期航路が

誘致され、第３バースなどの関

連施設整備が進み、国際バル

ク戦略港湾政策等が推進され

ている。また、海外企業の進出

も視野に入れた産業団地が造

成され、企業立地環境の充実

が図られている。 

 

●従業員に対する企業の資格取

得奨励効果により、人材育成

が図られ、従業員一人当たり

の生産性が向上し、企業収益

に貢献している。 

 

 

 

 

目標達成へのプロセス 

 

●会議所間ネットワークを活用し

た全国ベースでのビジネスマッチ

ングを推進する。 

 

●人材育成支援、空き店舗対

策など、街づくり・商業活性化

等への行政、関係機関、専門

家等による支援体制を強化す

る。 

 

●行政、港湾関係団体、港運

業者、輸出入業者との連携を

強化し、ニーズに応じたタイムリ

ーな要望活動を展開する。 

 

●福山市を中心とした行政機関

等との連携を密に、企業誘致

推進に向けた協議会の設立を

検討する。 

 

●企業が重要視する資格ニーズ

の調査・把握を行う。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

アクションプラン 

 

●ビジネスマッチングフェアの広域

開催 

 

●ザ・ビジネスモールの活用・推進 

 

●企業、関係機関等による情報

交換会を設置、専門家等によ

る支援体制の整備 

 

●タウンマネージャーの発掘等人

材育成の実施 

 

●大型店と商店街が連携した面

的広がりによる継続的な賑わ

い回復と集客力ＵＰに向けた

事業展開 

 

●福山港及び松永港、尾道糸

崎港（機織地区）の利便性向

上に向け官民一体となった要

望活動と新荷主発掘並びに国

内外でのポートセールスへの協

力 

 

●企業誘致促進活動に向けた

市との連絡会議の開催 

 

●企業ニーズに対応した資格の

取得促進 PR 活動の推進 

 

●充実したカリキュラムによる検定

対策講座等の実施 

 



 

９ 
 

  

 

平成２９年のあるべき姿 

 

●景勝地「鞆の浦」の整備が進

み、観光資源としての魅力が

増すとともに、東の倉敷、西の

尾道の間に位置する立地を活

かした、観光面における広域連

携が確立し、観光地としての魅

力が増し、海外からの観光客

も増えている。 

 

●生産量日本一や歴史的な特

産品がＪＡＰＡＮブランド等とし

て認知され、地域資源の価値

が向上して、国内外に広く認

知、販売されている。 

 

●福山の伝統産業（琴・下駄・

保命酒等）と伝統祭事（お手

火神事等）や伝統文化（うずみ

料理・能・書道等）がそれぞれ

継承・振興し、またそれらを融

合した付加価値のある新たな

ビジネスが誕生している。 

 

●福山城をはじめとする歴史文

化ゾーン等を活用したアート等

の文化、芸術的イベントが数

多く開催され、地域文化・観光

の振興とまちの賑わいが増して

いる。 

 

 

 

 

 

 

 

目標達成へのプロセス 

 

●地域の特性を活かした新たな

観光モデルの創造と、鞆の浦へ

の交通網並びに駐車場の整備

等観光客の受け入れ体制を整

備・強化する。 

 

●広域観光連携のための各地商

工会議所や行政・民間等関

係機関との協議会を発足させ

る。 

 

●既存地域資源の活用に関する

研究と行政等関係機関と連携

した積極的なプロモーション活

動を展開する。 

 

●福山の伝統的な産業・祭事・

文化分野における関係機関と

の連絡を強化する。 

 

●地域の活性化を担う若手リー

ダー等の発掘・育成、文化人と

ものづくり企業との交流・連携を

強化する。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

アクションプラン 

 

●歴史・文化などの観光資源と

産業施設を融合したさまざまな

観光ルートの調査・研究 

 

●インバウンド観光推進に向けた

外国人観光客誘致策の調査・

研究 

 

●保命酒ＪＡＰＡＮブランド育成

支援事業の実施 

 

●地域資源を活用した既存商品

のブラッシュアップと新たな地域

資源の発掘・調査 

 

●魅力ある新製品の開発、販路

拡大と観光客誘致に向けた宣

伝・広報活動 

 

●福山ばら祭・夏まつりなどの春・

夏大規模イベントに加え、秋の

「アートウォーク」、「手しごと自

慢市」、そして冬にも各団体が

広域連携した大規模イベント

等の開催 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

③地域資源を活用した都市力の創造 



 

１０ 
 

 

 

 

 

  

  

 

 

 

<スケジュール> 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

【25 年度】 【26年度】 【27 年度】 【28 年度】 【29 年度】 

中期行動計画の進捗状況、成果等の検証 

（中間検証） 

検証 

アクションプランの実施 アクションプランの実施 

検証 検証 検証 

アクションプランの実施 アクションプランの実施 アクションプランの実施 

中期行動計画の進捗状況、成果等検証 

（最終検証） 

 

５．中期行動計画の 

検証スケジュール 
 

中期行動計画に掲げたアクションプランについては、毎年当該

年度の活動内容について検証を行い、次年度活動へ向けての

改善等検討する。 

また、中期行動計画全体の進捗状況・成果等の検証につい

ては、中間検証を３年目の平成２７年度に実施し、５年目の平

成２９年度に最終検証を行う。 
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